
検証するなかで限られた財源を効果的に配分し、職

員１人ひとりが常にコスト意識をもって、効率的・

効果的な予算執行に心がけていただきたい。

　経済状況は、引き続き緩やかに回復している。し

かし、通商問題の動向や、海外経済の不確実性、労

働力問題など留意する必要があるとされている。財

源確保に向け情報収集に努められたい。本町では、

自然災害への対策、公共施設の長寿命化計画、公共

下水道のインフラ整備等、多くの事業が予定されて

いる。各事業について経費を的確に把握し、事業の

重要性・有効性を検証し、効率的・効果的な財政運

営に努められたい。第４次総合計画も残り１年と

なった。次期計画の策定も着実に進んでいると推察

される。安心して住み続けたいまちに向け、引き続

き自主財源の確保に努め、健全な行財政運営が推進

されることを期待し決算審査の意見とする。

▼問合せ　監査委員事務局（議会事務局）　　28・

６００４

・
ふ
る
さ
と
寄
附
金
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
０
７
万
円
）

新
た
な
財
源
確
保
と
本
町
や
地
場
産
品
の
Ｐ

Ｒ
を
図
る
た
め
、
寄
附
者
に
対
し
て
返
礼
品

の
贈
呈
を
実
施

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
用
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
５
０
万
円
）

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
用
の
ほ
か
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施

・
広
報
紙
に
よ
る
情
報
提
供
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
０
７
万
円
）

「
広
報
と
よ
や
ま
」
の
印
刷
製
本
の
ほ
か
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
、
紙
面
の
デ
ザ
イ
ン
や
レ

イ
ア
ウ
ト
に
対
す
る
助
言
を
専
門
家
に
依
頼

▼
問
合
せ
　
総
務
課
財
政
・
管
財
係

　 

28
・
０
９
３
９

〜
財
政
健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び
資
金
不
足

比
率
の
公
表
〜

　
財
政
健
全
化
法
は
、
地
方
公
共
団
体
の
財

政
状
況
を
統
一
的
な
指
標
で
示
し
、
財
政
の

健
全
化
や
再
生
が
必
要
な
場
合
に
迅
速
な
対

応
を
取
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

・
運
転
免
許
証
自
主
返
納
の
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

や
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
交
付

度
」
を
新
た
に
創
設

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
施
設
設
備
の
改
善
整
備

た
め
、
屋
上
防
水
工
事
を
実
施

本
町
の
財
政
は
健
全

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
の
２
つ

で
自
治
体
の
財
政
状
況
を
判
断
し
、
基
準
値

よ
り
低
い
ほ
ど
、
そ
の
自
治
体
の
財
政
は
健

全
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
ま
す
。
　
　

 

ま
と
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
以
上
の
と
お
り
、
平
成
30
年
度
決
算
に
お

け
る
本
町
の
算
定
結
果
は
す
べ
て
の
指
標
に

お
い
て
基
準
値
を
大
き
く
下
回
り
、
健
全
な

財
政
状
況
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
に
お
い
て
も
、
限
ら
れ
た
財
源
を

最
大
限
活
用
す
る
た
め
に
最
新
の
情
報
を
収

集
し
な
が
ら
各
事
業
の
精
査
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
借
入
に
頼
ら
な
い
自
立
的
な

財
政
を
堅
持
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
　
総
務
課
財
政
・
管
財
係

　 

28
・
０
９
３
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全項目で健全化基準をクリア

指        標
健全化判断比率

実質赤字比率 連結実質赤字比率

説        明

H30

財政規模

に対する

一般会計

などの赤
字の割合

赤字なし 赤字なし △0.8%
実質的な将

来負担なし
資金不足なし

国が

示す

基準

早期健全

化基準

財政再生

基準

15.0%

20.0%

20.0%

30.0%

25.0% 350.0% 経営健全

化基準

20.0%-35.0%

財政規模

に対する

全会計の

赤字の割合

実質公債費比率

財政規模に

対する1年

間で支払っ

た借入金返

済額などの

割合

将来負担比率

財政規模に

対する将来

町が支払う

借入金返済

額などの

割合

公共下水

道事業特

別会計の

資金不足

額の割合

資金不足

比率

　一般会計及び特別会計の決算総額は、歳入99億９

１７９万２１９７円、歳出96億８０２１万９２３

円、歳入歳出差引額３億１１５８万１２７４円で、翌

年度へ繰り越すべき財源６０２５万７０００円を差し

引いた実質収支額は、２億５１３２万４２７４円の黒

字を計上した。

　一般会計において対前年度比でみると歳入では、自

主財源の柱である町税収入において、個人町民税１８

０万６３６０円、固定資産税４１８７万３７９９円の

増額となった。一方、法人町民税は６４６１万５９９

９円の減額となった。全体では、２５３９万５０３０

円の減額となり前年度より０.６％の減額となった。

　歳出は主に土木費１億３０２２万９８４２円、教育

費５５４０万７２３６円の増額となった。

　また、減少したのは総務費△３億８６０６万９１０

７円、民生費△１２１８万５０５５円である。全体で

は１億７０１２万３８９５円の減額となった。　

　歳出では、経常経費の見直しを図り、費用対効果を

平成30年度豊山町一般･特別会計 歳入歳出決算審査意見書（抜粋）
豊山町監査委員　大野眞一　　豊山町監査委員　水野晃

目標7

住
民
と
行
政
が
と
も
に
考
え
、

　と
も
に
つ
く
る
信
頼
の
ま
ち

特
　
集

町
政
あ
ん
な
い 
情
報
コ
ー
ナ
ー

子
育
て
ひ
ろ
ば

キ
ラ
リ
健
康
ナ
ビ

ま
な
び
す
と

わ
い
わ
い
プ
ラ
ザ
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